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ご
み
集
積
所
に
出
さ
れ
て
い

る
資
源
ご
み
の
回
収
前
の
持
ち

去
り
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

市
は
、
持
ち
去
り
防
止
の
た

め
に
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
の
対
策

を
し
て
い
ま
す
。み
な
さ
ん
も
、

資
源
ご
み
を
持
ち
去
ら
れ
に
く

い
環
境
づ
く
り
を
お
願
い
し
ま

す
。【

資
源
ご
み
と
は
】

新
聞
・
雑
誌
・
段
ボ
ー
ル
・
缶
、

自
転
車
な
ど
の
粗
大
ご
み

【
市
民
の
み
な
さ
ん
へ
お
願

い
】▼

ご
み
は
前
日
で
は
な
く
、

収
集
日
の
朝
（
午
前
９
時
前
）

に
出
す

▼
資
源
ご
み
に
意
思
表
示
用

紙
を
貼
っ
て
出
す

意
思
表
示
用
紙
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

な
お
、
市
役
所
経
済
環
境
政

策
推
進
室
、
北
部
・
中
部
住
民

セ
ン
タ
ー
、三
山
木
福
祉
会
館
、

環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
甘
南
備
園

で
も
配
布
し
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

清
掃
衛
生
課
（
☎
６８
・

１
２
８
８
）

市と府は、「やる気がでない」「うつかもしれない」と
悩みを抱えている人の相談に電話で応じています。一人
で悩まないでまずは相談してみましょう。	

【問合せ先】
障害福祉課（☎ 64-1372）

市
は
、
環
境
を
守
り
育
て
る

ま
ち
を
目
指
し
て
、
平
成
２７
年

度
か
ら
１０
年
間
の
第
２
次
環
境

基
本
計
画
を
策
定
す
る
た
め

に
、
環
境
基
本
計
画
推
進
委
員

会
の
市
民
委
員
を
募
集
し
ま

す
。学

識
経
験
者
や
各
種
団
体
の

代
表
者
な
ど
で
構
成
す
る
同
委

員
会
で
は
、
市
が
目
指
す
環
境

像
と
実
現
に
向
け
て
の
基
本
方

針
・
重
点
施
策
な
ど
に
つ
い
て

話
し
合
い
ま
す
。

対
象
＝
市
内
に
在
住
・
通
勤
・

通
学
す
る
１８
歳
以
上
の
人

任
期
＝
２
年

報
酬
＝
あ
り

会
議
の
回
数
＝
平
日
に
年
２

～
４
回
程
度

募
集
人
数
＝
若
干
名

多
数
の
場
合
は
小
論
文
で
審

査
し
ま
す
。

応
募
方
法
＝
は
が
き
・
封
書

に
、住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・

電
話
番
号
・
職
業
・
年
齢
・
性

別
・
小
論
文
（
テ
ー
マ
＝
京
田

辺
市
の
環
境
と
そ
の
将
来
像
に

つ
い
て
）
を
書
い
て
郵
送
し
て

く
だ
さ
い

応
募
書
類
は
返
却
し
ま
せ

ん
。し

め
き
り
＝
６
月
２２
日
㈰

（
当
日
消
印
有
効
）

応
募
・
問
合
せ
先
＝
環
境
課

（
〒
６
１
０
・
０
３
９
３
〈
住
所

不
要
〉、
☎
６４
・
１
３
６
６
）

京
都
府
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
は
、
平
成
２６
・
２７
年
度

の
後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料

率
を
下
表
の
と
お
り
決
定
し
ま

し
た
。
保
険
料
率
は
、
２
年
ご

と
に
見
直
す
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

平
成
２６
年
度
の
保
険
料
額

は
、
７
月
中
旬
に
郵
送
す
る
お

知
ら
せ
で
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。医

療
給
付
費
は
、
９
割
を
公

費
や
現
役
世
代
か
ら
の
支
援
金

で
、
残
り
の
１
割
を
保
険
料
で

賄
っ
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
国
保
医
療
課

（
☎
６４
・
１
３
７
４
）

保険税の賦課限度額を右表の
とおり引き上げます。

市は、悩んでいる人に気付き、声を掛け、話を聞いて
見守り、必要な支援につなげる自殺予防ゲートキーパー
の養成研修会（基礎編）を開きます。
日にち＝ 6月 28 日㈯
時間＝午後 1時 30 分～ 3時 30 分
場所＝社会福祉センター
講師＝京都文教大学臨床心理学部講師の松田美枝さん
定員＝ 50 人
申込方法＝☎かはがき・℻に氏名・住所・年齢・電話
番号を書いて申し込んでください
しめきり＝ 6月 23 日㈪。手話通訳・要約筆記を希望
する人は 6月 10 日㈫（当日消印有効）
申込先＝障害者生活支援センターふらっと（〒 610-
0334 京田辺市田辺中央一丁目 1-5	BIT ダイエイビル 5
階、☎ 68-1070、℻ 68-1071）
問合せ先＝障害福祉課（☎ 64-1372）

市の人権擁護委員・小畠壽
子さん（大住、☎ 62-0336）
が 4 月 1 日付で法務大臣か
ら再委嘱されました。任期は
3年です。
人権問題や暮らしの悩み事
について、市が行う「なや
みごと相談（6面）」のほか、

委員の自宅でも相談に応じま
す。気軽に相談してください。
問合せ先＝人権啓発推進課

（☎ 64-1336）

教
育
委
員
会
は
、
夏
休
み
と
給

食
が
な
い
期
間
中
、
定
員
に
余
裕

の
あ
る
留
守
家
庭
児
童
会
へ
入
会

を
希
望
す
る
児
童
の
申
し
込
み
を

受
け
付
け
ま
す
。

対
象
＝
市
立
小
学
校
に
通
学
す

る
１
～
４
年
生
で
、
保
護
者
が
仕

事
な
ど
で
保
育
す
る
人
が
い
な
い

児
童在

籍
中
の
児
童
は
申
し
込
み
不

要
で
す
。

大
住
・
田
辺
東
で
は
、
小
学
校

５
・
６
年
生
も
受
け
付
け
ま
す
。

受
け
付
け
す
る
留
守
家
庭
児
童

会
＝
▼
薪
（
１
～
４
年
生
）
▼
大

住
・
田
辺
東
（
１
～
６
年
生
）

薪
・
大
住
・
田
辺
東
小
学
校
区

外
の
児
童
も
受
け
付
け
ま
す
。
な

お
、
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
空

い
て
い
る
留
守
家
庭
児
童
会
へ
の

入
会
と
な
り
ま
す
。

期
間
＝
７
月
１５
日
㈫
～
９
月
２

日
㈫小

学
校
５
・
６
年
生
と
通
学
校

区
外
の
留
守
家
庭
児
童
会
に
通
う

児
童
は
、
７
月
１９
日
㈯
～
８
月
２７

日
㈬
で
す
。

い
ず
れ
も
日
曜
日
・
８
月
１３
日

㈬
～
１６
日
㈯
を
除
き
ま
す
。

開
設
時
間
＝
▼
短
縮
授
業
期
間

…
放
課
後
～
午
後
６
時
３０
分

▼
平
日
…
午
前
８
時
～
午
後
６

時
３０
分

▼
土
曜
日
…
午
前
８
時
～
午
後

５
時
３０
分

費
用
＝
▼
負
担
金
…

１
万
６
４
０
円
。
５
・
６
年

生
と
通
学
校
区
外
の
児
童
は

８
千
１
２
０
円
（
減
免
あ
り
）

▼
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
料
…

８
０
０
円

申
込
方
法
＝
社
会
教
育
・
ス

ポ
ー
ツ
推
進
課
か
各
留
守
家
庭
児

童
会
に
あ
る
申
込
書
に
、
就
労
状

況
証
明
書
（
父
母
と
も
必
要
）
な

ど
の
必
要
書
類
と
保
険
料
を
添
え

て
持
参
し
て
く
だ
さ
い

受
付
期
間
＝
６
月
９
日
㈪
～
２０

日
㈮
午
前
８
時
３０
分
～
午
後
８
時

正
午
～
午
後
１
時
、
土
・
日
曜

日
を
除
き
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先
＝
社
会
教

育
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
（
☎
６４
・

１
３
９
４
）

市
は
、
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん

検
診
の
２
次
募
集
を
左
表
の
と

お
り
行
い
ま
す
。

乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
は
、
早

期
発
見
・
治
療
す
れ
ば
治
る
可

能
性
が
高
い
病
気
で
す
。
過
去

５
年
間
に
、
市
の
乳
が
ん
検
診

で
は
２３
人
、
子
宮
が
ん
検
診
で

は
２０
人
に
が
ん
が
見
つ
か
り
、

治
療
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
個
別
検
診
が
８

月
か
ら
受
診
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先
＝
健
康
推

進
課
（
〒
６
１
０
・
０
３
９
３

〈
住
所
不
要
〉、
☎
６４
・

１
３
３
５
）

【
申
込
方
法
】

は
が
き
に「
希
望
検
診
名
」・
住
所
・

氏
名
・
生
年
月
日
・
電
話
番
号
・
世

帯
主
名
を
書
い
て
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
乳
が
ん
検
診
の
希
望
者
で
４０
歳
以

上
の
人
は
、
集
団
検
診
・
個
別
検
診

の
別
を
、
子
宮
が
ん
検
診
の
希
望
者

で
府
内
の
他
市
町
村
の
医
療
機
関
で

受
診
を
希
望
す
る
人
は
、
医
療
機
関

名
・
所
在
地
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

【
申
し
出
で
費
用
免
除
に
】

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

は
、
６
月
３０
日
㈪
ま
で
に
申
し
出
る

と
費
用
が
免
除
さ
れ
ま
す

▼
平
成
２６
年
度
市
民
税
の
非
課
税

世
帯▼

生
活
保
護
世
帯

▼
中
国
残
留
邦
人
な
ど
支
援
給
付

の
受
給
世
帯

な
お
、
７０
歳
以
上
（
昭
和
２０
年
３

月
３１
日
以
前
生
）・
後
期
高
齢
者
医

療
の
被
保
険
者
も
費
用
は
免
除
さ
れ

ま
す
が
、
申
し
出
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。【

し
め
き
り
】

６
月
３０
日
㈪
（
必
着
）

ガソリン・灯油・油性塗料など
の危険物は、暮らしに欠かせない
ものです。しかし、発火・爆発の
危険性が高く、取り扱いには注意
が必要です。危険物についての知
識を高め、事故がない安全で豊か
な社会を築きましょう。
問合せ先＝消防本部予防課（☎
63-7826）

市は、国民健康保険（国保）を将来にわたり安定して運営
するため、法律の改正に伴い平成２６年度から国民健康保険
制度の一部を変更します。
問合せ先＝国保医療課（☎ 64-1332）

世帯主と被保険者の前年所得の
合計額が一定額以下の世帯に対す
る税額の軽減対象を、下表のとお
り拡大します。

乳がん検診乳がん検診 子宮がん検診子宮がん検診

市内に在住し、次のいずれか
に該当する女性
▼30歳代
　昭和 50年 4月 1日～
　　　同 60年 3月 31日生
▼40歳以上
　昭和 50年 3月 31日以前
　生で、昨年度に市の同検診
　を受診していない

市内に在住する 20歳以上
（平成7年3月31日以前生）
で、昨年度に市の同検診を
受診していない女性

問診・視触診・保健指導・
マンモグラフィ（40歳以上のみ）

婦人科内診・細胞診（子宮頸
がん）
医師の判断で、必要な人には
子宮体がん検診も行います。

▼30歳代…無料
▼40歳代…600円
▼50歳以上…400円

800 円
※子宮体がん検診には、500
円が必要です。

【集団検診】
8月・9月
【個別検診（40歳以上のみ）】
8月 1日㈮～
　　平成 27年 1月 31日㈯

8月 1日㈮～
　　平成 27年 1月 31日㈯

【集団検診】
保健センター
【個別検診】
田辺中央病院・京都八幡病院

府指定医療機関

対
象
対
象

内
容
内
容

費
用
費
用

期
間
期
間

場
所
場
所

【
訂
正
と
お
詫
び
】

４
月
１
日
発
行
「
各
種
検

（
健
）
診
・
相
談
事
業
の
お

知
ら
せ
」
の
前
立
腺
が
ん
検

診
の
対
象
年
齢
で
、
対
象
と

な
る
生
年
月
日
を
「
昭
和
３３

年
３
月
３１
日
以
前
生
」
と
し

て
い
ま
し
た
が
、「
昭
和
３５

年
３
月
３１
日
以
前
生
」
の
誤

り
で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂

正
し
ま
す
。

【意思表示用紙（見本）】
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